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偉大なる業蹟を残した天文家

シャール・メシエの生涯

　　　　　　　　　　　　村　上　　忠　敬

　吾々が極く普通の星雲を呼ぶときに使ひなれてるるLメシエ「の名は，十

八世紀の：有名な天文家に因んであることは周知のことであらう．このフラ

　　　　　　　　　　　　　　　ンスの天文家は今から丁度200年前の

　　　　　　　　　　　　　　　1730年に生れたのである．今その200年

　　　　　　　　　　　　　　　の昔を再び顧みて，貧しい一人の素人天

　　　　　　　　　　　　　　　文家が如何に偉大な業蹟を成しナニかを知

　　　　　　　　　　　　　　　ることにしょう．

　　　　　　　　　　　　　　　彼は帥ち1730年6月26日に，フランス

　　　　　　　　　　　　　　　の片田舎バドンピレに，そこの村長の子

　　　　　　　　　　　　　　　として生れナこ．彼の誕生した記念の家は

　　　　　　　　　　　　　　　革命や隊洲大戦の兵火にも堪えて，今尚

　　　　　　　　　　　　　　　ほ存してみる・彼は小學校の教育すらも

　　シャール・メシエ　　　受けてみないが性來緻密な人であっナこ．

村長V一レイヌの子として生れたシャー

ル●メシエがどうして天文學者になつナこの

だらうか，それは，1744年に現はれた六つ

の尾を持つナこ彗星と，1748年の日蝕と，此

の二つの天文現象に刺戟されたためである

と云はれてるる，然しメシエの遺稿や日誌

をたどってみると彼が天文學者になつナニの

は全く奇縁で，寧ろ偶然である．彼は生涯

素人天文家として過しナこ・一言偶然とか奇

縁とは何であらうか？　彼の生涯をたどっ

てみたら明かにされるであらう． メシエの生家
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　11歳のとき孤児にされナこ彼は書記として兄の所にllt話になりながら，

1751年まで法律を學んだ．所がそのとき親類の友人がパリで二つの地位を

さがしてくれナニ．帥ち，検事を見習ふか，天文家の所に行くか，であっt：．

彼は後者を選んでクルニー寺院附天文台

のドリル（Delisle）のもとに行くことにし

た．彼がルイ十五世當時の，謂はS“全世

界の幸幅と災厄とを反映してみる華麗な

パリーの都に初めて行って，家が澤山な

らび，車馬が繁く通ひ，色んな種類の人

々が群集してみるのをみて，どんなに驚

いたかは，その時から書き初めナニ彼の日

記に詳しく記されてみる．その年の10月

に王立理科大學の先生であるドリルの所

に落ち着いた．メシエは却々の勤勉家で
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観測中のメシエ（自温血）

天界や地上の自然現象の外減時のパリーで見聞しtことは何でも記載して

みる．パリーの市中の色んな種類の建物の数から，一年中にほふられる豚

の数まで調べてあるところは，さすがに初め法律を學んだだけある．そし

て毎日一日中に見たこと聞いたことすべてを日記帳に記して行つナこ．こん

な記事と一緒に自然界の現象についての観察をごた混ぜにして書いてみ

る．1753年5月6日の水星維過の記事は次の様に書いてある．

　L1753年5月6日は日面上の水星経過をみるtめに三時に起きナこ．日出の

時はもう水星は圓面を通ってゐナニ・初顧はパリーではみえない．水星は10

時21分25秒まで太陽面上に居ナニ・天氣は快晴で雲もその外の邪魔物も何も

なかつt．北風が少し吹いたナニめ器械がゆるいだ．槻た揚所はクルニー

（Clugny）天文台内のドリル氏宅である．「

　その後ろに彼はドリルの観測をもととした水星経過の圖や他の天文台で

の観測状況などを記載してみる．

　彼がそれから五十年間観測したクルニーの塔は歴史的に由緒の深い所

で，ソルボンヌ大學（SOrbonne）の間近である・（天界第57號第388頁参照）
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　彼はそのクルニ1の塔の上で目を室1

に向け又地に向けて世の中のすべての

ことに注意した．流星●地震■既習嵐

などには特に注意しt．1755年11月2

日に彼の室に在つナこ数個の磁石が攣に．

ゆらいで，全く彼が途方に暮れナこ程の

激しい磁氣嵐を實回しナこことを友人に

書き途ってみる．その日は天候も暴れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　凌餐〃響伽磁編開脚、砿

　　　　　　　　　　　　　　　　　略押繍繊；蜘澱欝

てる燃かの有名な・・ボ・の大地轍峰轍鰍’騨鰍惣

震の翌朝のことであっナこ．爾1755年は
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　　　　　メシコニの自筆観測颯の一蔀

太陽黒黙の極小の年である．

　彼が如何に地上の事にも興味を持って

居ナこかは，1758年のルイ十五世を殺せん

とした犯人グミアンの虞刑の記事の細か

さと熱心さをみるとわかる．パリ1の人

々はまるでA■日甲子園の球揚に押し掛け

る野球プアンの檬に，お話しにならぬ熱

狂振りで見に出掛けたのであるが，彼自

身も亦最も熱心な一人であっナこのだ．

　1758年に彼は初めて彗星を稜見した．

人々はその頃ハレー彗星の野外を待ち詫

びてみた．推算では1757年に來る筈だつ

ナこのだが，少し慮れて1759年1月21日に，

初めてメシエがクルニ1の塔の上からそ

れをみつけた・（蹄來が渥れたのは木星の

播動によったことをClairaut，　Laplace，

Lalande等が謹明した，）メシエの師ドリ
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ルは自分の弟子に謝する嫉妬からこの事を獲表しなかつt．数ク月後尊卑

に於ける嚢見が報ぜられてから漸く彼の観測を公表することを許しt．そ

れ平野彼は比ひなき成功を以って彗星を探究しテこ．彼は彗星をさがし出す

のが籐り上手だつナこので，時の國王ルイ十五世からL彗星のいたち「（le

furet　des　cemさtes）と云ふ渾名を勢いナこ．彼は自ら新しい20個の彗星の磯

見者であるばかりでなく，他の人の側見しナこ彗星も追究しナこ．1781年3月13

日にハーシェルが磯見しナこし彗星の薪種「（初めは彗星と思ってゐ九．帥天

王星）をフランスで初めて観たのも彼である．

　然しながらメシエに最も名轡を負はすものは，彼が自ら彗星を探すとき

の不便を除くナこめに作製しナこ星雲目録である．周知の如く彼が附けナこ星雲

番號は四型最も岬山な命名として廣く用ひられてるる．記載されてるる

103個の中68個は彼の新早見にかかるものである．望遠鏡が天平に用ひら

れるようになって以來彼以前に獲見された星雲は僅か5個であっナこことと

比べナこら，彼の仕事の偉大さがわかる．この偉大なる磯見を僅か6センチ

ロ径の貧弱な望遠鏡でなしナこことを知ると寧ろ彼のしいナこち「の橡な鏡眼に

は驚くの外はない．彼はそれらの星雲を観ナこままに記載し説明しナこに過ぎ

ない．彼自身の記事の例としてアンドロメ座大星雲M31と，その傍らにあ

るM32の所を抜いてみょう．

　M．31アンドロメダの帯の所に在り．美しき星雲で紡錘状をなす。初め

てみナこのは1752年なり．種々の望遠鏡を以て怪しナこるが，中に星を認めす，

形は二個のピラミッドを底を合してくつ附けナこる様にて，軸は西北から東

南に向き，長さ40！，幅15ノなり．これらの測定は邦画測微計を附したるニ

ュートン式望遠鏡を以てなせり．1764年8月3日．

　（この次にその後15年間何等の開化を認めなき由附記してみる．）

　M．52中に星を含まざる小さき星雲．アンドロメ大星雲の数分距つナこ所

に在り．圓形，初めてみたるは1757年，直径2ノ．1764年8月3日．

　フランス革命の呼時も彼はクルニーで観測をしてみた．素々貧乏な彼は

そのため釜々貧乏になって天文台の家賃さへ事えす，困り旧いナこが，矢張

り仕事を績けナこ・そのうち油を云ふ金もなく蝋燭代さへなくなって，夜の
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仕事にさへ差し支へt，それでも聴せす観測しナニ．近くで大砲の音がひ・“

いた・それでも親測しt．首切台の音が夜風にきこえて來ナニ．それでも矢

つ張り観測した．そして恐怖時代の最中にも彼は彗星を嚢見した！

　この様にして彼は牛世紀を通して，天文台の塔の上から星室の見張番を

して，そこに起るどんな現象もみのがさなかった．この時代にメシエ程熱

蹴鞠辮灘緯、

　パり市東郊ペールヲシエーズ

　の墓地にあるメシエの醜

い森の中で，草木が茂り，鳥の歌が聞えてみる．

ぬ李和の感に満されるそうである．（天昇第56二二339頁参照）

　メシエ生れて200年，吾等も亦共に熱心なりし天文家メシエの生涯を顧

み賞讃と感謝・を禁じ得ない．

　（註）本文は圭としてフランマリオン夫人の記事に墓いて書いた．

　Furetとは白鍵のことで，兎を探すことが上手である・韓じて物好な探索家の意

　味に用ひられる。

心に観測した人はない．賓に彼の檬な人

は人類の名春である．ラランドは彼の爲

に星座を命名しナニ（セフエ，カシオペヤ，

きりんに包まれナこ部分．しかし一般に用

ひられなかつナこ）．又，月の面の上の一小

噴火山にもその名を止めてみる．

　メシエは1817年に欧洲のあらゆるアカ

デミの會員叉義倉の二二として，97議の

高齢を以て浸しナこ．而してベール・ラシ

エーズの墓地に葬られた．ナポレオン大

帝は後彼にレジヨン●ド・ノールの二二を

贈つナニ．彼の墓地はこんもりとしナこ美し

　　　　　　　そこに行くと二二ひ知れ

彗星騒ぎで野詩一首を試みました・どうぞ御批正下さい・（看鳩）

彗星有飛報。欲目奈山門。黄道輝辰少。碧宵珍客多。

夜風梯愁陣。燈火喚詩魔。二二去來速。忽忽丁丁過。


